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について考察する｡ その際以下のようにPNGを"多層化"することを考える｡
例として図6のようなt=3までのPNGの時間発展を考える｡この時間発展における
核生成は t-2,I--1で高さ1､i -2,I -1で高さ2である｡ (2.2)のW(i,j)をつか
うと､W(1,2)-1,W(2,1)-2である｡したがって (2.2)より我々はこのような時間発展
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9(r,鵜 (.-X'S--刷 ㌶ i-1- k)
である｡また封ま各ウオーカーの各時刻における配置を表す｡pn,M(i)は配置の実現確率
であり,非交差という性質から
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